
新たに1名のスポーツ推進員が加わりました

瑞穂町社会教育委員

問合せ　社会教育課　　557―7071

問合せ　社会教育課　　557―6695

瑞穂町健康づくり推進委員

新任委員任期
平成25年4月1日から平成27年3月31日

任　期　平成25年4月1日～
  平成27年3月31日

（敬称略）

（敬称略）

地区 氏　　名 備考

殿ケ谷
古川　初枝

山本　武子

村野　美佐子

鳥海　裕子

會田　清江

猪俣　裕子

堀　のり子

青木　由加

大沢　厚子

関谷　喜久子

池谷　秀子
吉﨑　尋江

北村　菊子

島田　美世子

町田　孝江

新任

新任

新任

新任

新任
新任

新任

新任

石畑

箱根ケ崎

元狭山

武蔵野

長岡

　平成25年度も住民に対し、各種スポーツ教室を実施するとともに、
ニュースポーツの周知・普及を図り、町のスポーツ振興のため活動して
います。

　社会教育委員は、社会教育に関し
て教育長を経て様々な助言、社会教
育事業の支援および実質的な活動を
行うなど幅広く活動しています。

任　期　平成25年5月1日～
　　　　平成26年3月31日

（敬称略）
担当地区 氏　　名
元狭山 天野　進

　町立小・中学校の校長先生を紹介します。町ホームページ内「教育委員
会」の中でも、紹介しています。

氏　　名
飯田　弘

氏　　名

堀池　佳子石山　正志

牧野　壽義久保田　敢司

村上　豊子

島田　千晴 山田　敏行

田中　勝

小林　源久

分団長
副分団長
分団長
副分団長
分団長
副分団長
分団長
副分団長
分団長
副分団長

第 1分団
（長岡地区）
第 2分団

 （箱根ケ崎地区）
第 3分団

第 4分団
 （殿ケ谷地区）
第 5分団

 （元狭山地区）

本　部

宮川　征雅
原　和行
渡邉　勝彦
粕谷　博之
村田　健二
川口　勉
髙橋　一幸
鳥海　孝章
長谷川　秀樹
森田　豊典

任期　平成25年4月1日～平成27年3月31日

問合せ　地域課　　557―7610

問合せ　健康課　　557―5072

瑞穂町消防団
（敬称略）

役　職分　団 氏　名

団　長
副団長
副団長
副団長

古川　宗昭（左前）
関根　輝明（右前）
丹生　守孝（左後）
酒井　清吾（右後）

役　職 氏　名

（石畑・武蔵野地区）

小・中学校の校長先生

（敬称略）問合せ　指導課　　557―7058

小林　源久（写真後列左から１番目）
澤﨑　彰一（写真後列左から２番目）
吉田　稔　（写真後列左から３番目）
伊藤　誠治（写真後列左から４番目）
氏井　初枝（写真後列左から５番目）
田邊　靖夫（写真前列左）
石田　重久（写真前列右）

学校名　 氏　名
一小
二小
三小
四小
五小
瑞中
二中

�� �������	
���
�

������

���������	
���
�

������

殿 ケ 谷 会 館 佐保田　好之 佐保田　好之
石　畑　会　館 吉岡　春雄 吉岡　春雄
石畑中央会館 吉岡　一夫 吉岡　一夫
箱根ケ崎北会館 小山　雅之 小山　雅之
箱根ケ崎中央会館 田嶋　和男 村山　友直
箱根ケ崎南会館 髙水　正彦 小倉　勝嗣
箱根ケ崎西会館 原嶋　治夫 原嶋　治夫
長　岡　会　館 川杉　俊光 川杉　俊光
長 岡 南 会 館 青木　一幸 青木　一幸
むさしの会館 小松　達夫 吉野　義信

 町 内 名  職名　　   氏　名
愛 宕 町　正　　川杉　俊光　

  副　　原　賢太郎　
水 保 町　正　　長谷部　良夫　

  副　　西村　元　
二本木町　正　　猪俣　恒明　　

  副　　関谷　秀治　
  副　　飯村　米藏　

駒 形 町　正　　田村　勝
  副　　栗原　豊　

高 根 町　正　　田中　幸男　　
  副　　田中　俊明　

富士山町　正　　小澤　吉行　
  副　　細渕　正之
  副　　沖倉　靖夫　

栗 原 町　正　　吉﨑　力雄　
  副　　萬谷　修

松 山 町　正　　井上　明　
  副　　細渕　和之　

旭 が 丘　正　　壁　節二　
  副　　島　キサ子　
  副　　加藤　正之　
  副　　若佐　年昭　
  副　　佐藤　和男　

さかえ町　正　　松本　貞夫　
  副　　田中　忠二　
  副　　髙橋　幸亮　

富士見町　正　　小松　達夫　
  副　　川畑　哲彦　
  副　　望月　隆政　

南 平 町　正　　大木　武彦　
  副　　田村　明雄　

　　　　　副　　小川　明正　

 町 内 名  　　　　　氏　名
安 住 町　正　　佐保田　好之　
　　　　　副　　野﨑　忠司　
表　　町　正　　井上　正広　

  副　　髙田　金也
仲　　町　正　　山﨑　栄
　　　　　副　　江川　潔司　
中 芝 町　正　　鳥海　勝男　

  副　　榎本　勝昭　
東 砂 町　正　　髙橋　和男

  副　　鳥海　育雄　
西 砂 町　正　　村野　茂

  副　　鳥海　勉　
　　　　　副　　飯田　佳男　　
丸　　町　正　　吉川　英男　

  副　　吉岡　源藏　　
神 明 町　正　　吉岡　昌宏　

  副　　古川　幸男
表 東 町　正　　吉岡　一夫　

  副　　榎本　浩　
表 上 町　正　　吉岡　春雄　

  副　　吉岡　保　
上 仲 町　正　　石塚　澄男　

  副　　臼井　潔
旭　　町　正　　吉岡　明　

  副　　川島　用交　
東一丁目  正　　池田　幸司

  副　　横手　律
  副　　坂田　一元

西一丁目  正　　小山　雅之　　
  副　　清水　幸一　
  副  　柘植　一郎

二 丁 目  正　　栗原　光太郎　
  副　　坂ノ下　悦治　   

　　　　　

 
　　　    
               副　　栗田　敏夫　  

  副　　栗原　成司　　　　  
中三丁目  正　　小山　登

  副　　吉野　修　
  副　　田中　信雄　

西三丁目  正　　原嶋　治生
  副　　多武保　理　
  副　　松田　敏明　

四 丁 目  正　　天野　正一　
  副　　村山　友直
  副　　天野　信幸　

五 丁 目  正　　猪俣　一宏　
  副　　池田　清次　

六 丁 目  正　　島﨑　隆太郎
  副　　西村　和宏　

七 丁 目  正　　粕谷　茂雄
  副　　市川　智司
  副　　小川　峰義　

八 丁 目  正　　髙水　正彦　
  副　　髙水　政夫　

九 丁 目  正　　髙水　伸
  副　　桑原　正明　

松 原 町　正　　佐藤　暎良　
  副　　平岡　勝　
  副　　冨永　徹也　
  副　　生越　喜一

長 岡 町　正　　青木　一幸　
  副　　本橋　久幸　
  副　　林　剛史　

東長岡町　正　　吉野　榮子　　
  副　　佐藤　明　
  正　　清水　信明

　 　  　副　　原　茂哉
　　　　　副　　海内　由紀夫　

行政連絡委員

   

地区会館管理者スポーツ広場管理者

田村　勝

髙水　伸

駒形・高根スポーツ広場駐車場

九 丁 目 グ ラ ン ド

吉岡　昌宏石畑地区スポーツ広場
天野　正一

鈴木　松一
下田　喜一
髙水　伸

稲塚　雅
関根　悟

四 丁 目 グ ラ ン ド

田村　勝駒形・高根スポーツ広場

吉﨑　力雄栗 原 町 グ ラ ン ド
若佐　年昭壁　　節二武蔵野コミュニティグランド

殿　

ケ　

谷

石　
　

畑

箱 

根 
ケ 
崎

箱　

根　

ケ　

崎

長　

岡

元　
　

狭　
　

山

武　
　

蔵　
　

野

 地区  地区  地区

　任期　平成25年4月1日～平成27年3月31日

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

地区会館名 管 理 者 申 込 先スポーツ広場名　　　　  管 理 者　　　　  申 込 先

春 日 町

東三丁目 正    田嶋  和男
町 内 名  職名　　　氏　名職名

問合せ　地域課　　557―7608

井上　明 小俣　始
稲塚　雅

元狭山スポーツ広場

　行政連絡委員は、地域と町の連絡調整を行う方々です。町内会
の区域を単位として防災、防犯、子どもおよび青少年の健全育成、
高齢者や障がい者の見守り、親睦・交流、地域の環境美化等に関
する地域活動を推進しています。

長　
　

岡
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福祉

「高齢者集合住宅生活協力員」募集「高齢者集合住宅生活協力員」募集
　都営住宅内高齢者住宅入居者の安心な生活を支援するため､生活協力員を募集します。生活協力員は､同所に
併設する特定公共賃貸住宅へ入居し､契約業務をしていただきます。

○募集人員(戸数)
　1名　(戸数　1戸　　場所　むさし野1－5)
○申込み
　5月1日㈬～31日㈮までに高齢課へ
　※申込用紙は高齢課窓口で配布しています。
　郵送の場合は5月31日㈮必着
あて先　〒190―1292　瑞穂町大字箱根ケ崎2335番地
　　　　瑞穂町 福祉部 高齢課 高齢係
○資格
　1.申込者本人が東京都内にお住まいで､20歳以上50 
　　歳未満の心身が健康である方。
　2.申込者を含む世帯が、(※)特定公共賃貸住宅申込
　　資格を有すること。
　3.高齢者福祉に理解があること。
　4.入居者の生活支援に熱意があること。
　5.特定公共賃貸住宅に入居し、在宅業務が可能であ
　　ること。
○業務委託等
　▶生活協力員は､町と業務の委託契約をしていただき  
      ます。業務委託料は予算の範囲内とします。
　▶特定公共賃貸住宅使用料(公益費を除く､家賃の半 
      額)を助成します。

業務内容
　▶入居者の安否の確認 　▶緊急時の対応
　▶疾病に対する一時的な介助 　▶日常生活の相談
　▶情報提供　▶関係機関との連絡
　▶生活相談室および団らん室の管理
　▶その他入居者の安心な生活の支援に関すること

（※）特定公共賃貸住宅申込資格は､以下の①～⑤のとおりです
　①都内に居住する成年者で、そのことが住民票または
　　外国人登録原票記載事項証明書で証明できること　
　　(外国人については、在留資格が確認できるこ と)。
　②同居親族がいること。 ③住宅に困っていること。
　④世帯の所得が所得基準内であること(下表参照)｡

　⑤申込者(同居親族を含む)が暴力団員でないこと。

問合せ　高齢課 　　557―7623

家族数 所得金額

2人

3人

4人

5人

6人

2,276,000円～6,224,000円

2,656,000円～6,604,000円

3,036,000円～6,984,000円

3,416,000円～7,364,000円

3,796,000円～7,744,000円
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対　象　18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間で、
　　　　次のいずれかの状態にある児童を養育している方
①父または母が死亡した児童　　　　
②父または母が生死不明である児童
③父または母に１年以上遺棄されている児童　　 
④婚姻によらないで生まれた児童　　
⑤父母が離婚した児童 　　　　　
⑥父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
⑦父または母が重度の障がい(身体障害者手帳１・２級程度)を有する児童　
⑧父または母が裁判所からDV保護命令を受けた児童
条　件　前年の所得が一定の限度額以上のときは受けられません　 　
手当額　児童１人につき月額13,500円
申請手続きに必要なもの
○申請者および児童の戸籍謄本　○印鑑　
○申請者名義の金融機関の通帳またはカード
○申請する年の1月1日現在、瑞穂町に住所がなかった方は、申請年度の
　「課税証明書（所得・扶養人数・控除記載のあるもの）」
（1月から4月申請の場合は、前年度の課税証明書）　
○父母の障害者手帳（⑦に該当する方のみ）

　対　象　次のいずれかに該当している
　　　　　20歳未満の児童を養育している方
　　　　　①身体障害者手帳1・2級程度　　
　　　　　②愛の手帳1～3度程度　　
 　　　　  ③脳性マヒ、進行性筋萎縮症
　手当額　児童1人につき月額15,500円
　条　件　前年の所得が一定の限度額以上の
　　　　　ときは受けられません

　■育成手当

児童育成（障害）手当について
６月は児童育成手当の年度切り替え月です。
　昨年度、所得制限で受給できなかった方も該当になる場合がありますので、５月中にお問い合わせください。

問合せ　福祉課　　557―7624

　■障害手当

申請手続きに必要なもの
○申請者および児童の戸籍謄本　
○身体障害者手帳または愛の手帳　
○印鑑　
○申請者名義の金融機関の通帳またはカード
○申請する年の1月1日現在、瑞穂町に
　住所がなかった方は、申請年度の「課税
　証明書（所得・扶養人数・控除記載のあ
　るもの）」（1月から4月申請の場合　 
　は、前年度の課税証明書）
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【測定条件】　騒音レベル70dB以上の騒音を測定

設置場所　箱根ケ崎駅西地区（民家）
月　　  回数　日平均   ヘリコプター回数 （割合）　最高  欠測等
1月     700回  22.6回　 10回（  1.4％） 107.9ｄB　 無
2月     766回  27.4回　 17回（  2.2％） 108.9dB    無
3月     481回  15.5回    13回（  2.7％） 108.2dB    無

設置場所　箱根ケ崎2335（役場）

1月     296回　 9.5回　  17回（ 5.7％）  87.2dB　 無
2月     311回　11.1回　  53回（17.0％）  91.8dB　 無
3月     192回　 6.2回     12回（ 6.3％）  94.2dB　 無

月　　   回数　日平均   ヘリコプター回数（割合）　  最高  欠測等

平成25年1月から3月の

航空機騒音測定結果
　　　　　　　　　　（町の測定結果）

町ホームページには詳細なデータを
掲載しています。

問合せ　秘書広報課　　557―7476
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